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日本海事史学会は、海事一般に関する歴史・法律・民俗・水産・考古・船舶・航海・海運など、海事史だけにとどまらず
ひろく海の人文学、社会科学等あらゆる分野に関心を持つ学界や在野の研究者の方々の交流をはかる総合研究の“場”です。

ご入会随時受付中

メール： kaijishi.info@gmail.com

【主な活動】専門学術誌『海事史研究』の発行（年1回）／総会（年1回）・例会（8月と総会開催月を除く年10回） など

日本海事史学会 第393回 例会（Web例会#12）

●会員にはメールでご案内をお送りしています。
　メールが届いていない方は、右の申込先までお問合せください。

●関心をお持ちの方ならどなたでもご参加いただけます。
　メールでお申し込みください。
　※希望者多数の場合は抽選とさせていただきます。
　お申込みいただいた方には10月20日（水）までにご連絡いたします。

■申込〆切：2021年10月19日（火）正午（12:00）
■申込先：kaijishi.web@gmail.com （担当：大野）
メールの件名を「日本海事史学会Web例会申し込み（非会員）」
として、本文にはお名前をお書きください。

北日本のムダマハギ ■ 講師：昆 政明

あおもり北のまほろば歴史館のムダマハギ型漁船コレクション（国指定重要有形民俗文化財）

■ 昆 政明（こん まさあき） 
日本海事史学会会員

［今後の例会 開催予定日：11月27日（土）・12月18日（土）］

2021年10月23日（土）14:00～16:00 Zoomにて開催（ルームオープン 13:30）

参加費無料

　東北地方の北部から北海道にかけて

「ムダマハギ」と称される小型木造漁船が

近年まで稼働していた。

　ムダマハギとは船底部にムダマと呼ば

れる構造部材を使用し、ハギとはそれに

舷側板を接合（接ぐ）ことから名付け

られたもので、時代、地域によって多様な

変化を遂げている。

　船底部に刳り材を使用する点では、

日本海沿岸のオモキに類似するもので

あり、それとの関連にもふれながら、

ムダマハギの概要について紹介させて

いただきたい。

1950年 青森県生まれ。
1973年 法政大学地理学科卒業。
1973年 青森県立郷土館学芸員
 2012年まで。
1999年 みちのく北方漁船博物館
 建設および運営に関与。
2013年 神奈川大学特任教授、
 現在に至る。青森県下北半島のイソブネ（ムダマハギ）  作図：吉田好博
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